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　今
いま

からおよそ5年
ねんまえ

前の8月
がつ

に人
じんけん

権

夏
か き

期講
こう

座
ざ

を受
じゅこう

講しました。同
どうこう

講座
ざ

は、あらゆる差
さ

別
べつ

の撤
てっぱい

廃をめざして

毎
まいとしかいさい

年開催されており、1970年
ねん

8月
がつ

に

第
だい

1回
かい

が開
かいさい

催されてから、私
わたし

が受
じゅこう

講

したときは、第
だい

40回
かい

目
め

という記
き

念
ねん

す

べき年
とし

にあたりました。中
なか

には40回
かい

連
れんぞく

続で受
じゅこう

講しているという非
ひ

常
じょう

に熱
ねっしん

心

な方
かた

もおられました。講
こう

座
ざ

が開
ひら

かれた

のは、ユネスコの世
せ

界
かいぶん

文化
か

遺
い

産
さん

「紀
き い

伊

山
さん

地
ち

の霊
れいじょう

場と参
さんけいどう

詣道」の高
こう

野
や

山
さん

でした。

　高
こう

野
や

山
さん

は、およそ1,200年
ねんまえ

前に

弘
こうぼう

法大
だい

師
し

空
くうかい

海によって開
ひら

かれた真
しんごん

言

密
みっ

教
きょう

の修
しゅ

行
ぎょう

道
どう

場
じょう

であり、全
ぜんこく

国に広
ひろ

が

る高
こう

野
や

山
さん

真
しんごん

言宗
しゅう

の総
そうほんざん

本山で、標
ひょうこうやく

高約

900ｍの山
やま

の上
うえ

の盆
ぼん

地
ち

にあります。そ

こには、さまざまなお堂
どう

や塔
とう

が立
た

ち並
なら

び、仏
ぶつぞう

像や曼
まん

陀
だ

羅
ら

が参
さんぱいしゃ

拝者を迎
むか

えます。

また、鬱
うっそう

蒼とした杉
すぎばやし

林に囲
かこ

まれた奥
おく

の

院
いん

には、太
たいこうひでよし

閤秀吉から太
たいへいようせんそう

平洋戦争の

英
えいれい

霊まで、さまざまな人
ひとびと

々のお墓
はか

が立
た

ち並
なら

んでいます。その様
よう

な環
かん

境
きょう

で開
かいさい

催

されたため、日
にち

常
じょう

から切
き

り離
はな

され、講
こう

座
ざ

に集
しゅうちゅう

中することが出
で き

来ました。

　同
どうこう

講座
ざ

は、約
やく

20ある講
こうえん

演、課
か

題
だい

の

中
なか

から各
かくじん

人が受
じゅこう

講したい講
こうえん

演、課
か

題
だい

を自
じ

由
ゆう

に選
せんたく

択して受
じゅ

講
こう

するというも

のでした。「行
ぎょう

財
ざいせいかいかく

政改革と人
じんけん

権－自
じ ち

治

体
たい

人
じんけん

権 行
ぎょう

政
せい

の基
き

本
ほんてき

的視
し

点
てん

とは」をは

じめ6つの講
こうえん

演、課
か

題
だい

を受
じゅこう

講しまし

たが、どの講
こうえん

演、課
か

題
だい

も講
こう

師
し

、聴
ちょう

講
こう

者
しゃ

とも非
ひ

常
じょう

に熱
ねっしん

心で、感
かんきわ

極まって涙
なみだ

ぐむ

講
こう

師
し

もおられるほどでした。これから

の人
じんけんもんだい

権問題は、単
たん

に日
に

本
ほん

国
こくない

内のことだ

けで考
かんが

えるのではなく、国
こくさいてき

際的な枠
わく

組
ぐ

みの中
なか

で捉
とら

え、世
せ

界
かい

中
じゅう

のマイノリティ

（社
しゃ

会
かいてき

的 少
しょう

数
すうしゃ

者）との連
れんけい

携が大
たいせつ

切にな

っています。また、日
に

本
ほん

が人
じんけんこうしんこく

権後進国

であるという言
こと

葉
ば

はショックでした。

　この人
じんけん

権夏
か き

期講
こう

座
ざ

を受
じゅこう

講したことは、

国
こくさいしゃかい

際社会の中
なか

で日
に

本
ほん

が真
しん

に差
さ

別
べつ

の無
な

い

国
くに

として認
みと

められ、全
すべ

ての人
ひと

が差
さ

別
べつ

さ

れず幸
しあわ

せに暮
く

らしていくために、一
ひとり

人

ひとりが、特
とく

に私
わたし

自
じ

身
しん

が何
なに

をすべきか

を考
かんが

える良
よ

いきっかけとなりました。
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羽
は

曳
びき

野
の し

市人
じんけんけいはつすいしん

権啓発推進協
きょう

議
ぎ

会
かい

真
しん

に差
さ

別
べつ

のない国
くに

へ

　高齢者虐待とは？
　家族などの養護者や施設の職員が、65歳以上の高齢者へ次のような
行為をとると虐待と定義しています。
●身体的虐待－たたく、つねる、ベッドにしばりつける、意図的に薬を過
　剰に与えるなど
●介護・世話の放棄－空腹のままにする、おむつを替えない、劣悪な住
　環境に放置するなど
●心理的虐待－子ども扱いする、怒鳴る、無視するなど　　
●性的虐待－裸にして放置する、性行為を強要するなど
●経済的虐待－本人の年金・貯金を勝手に使う、本人へお金を渡さな
　いなど
　虐待をしてしまっている当事者は、自分が虐待をしているという自
覚がないことが多く、「高齢者のために」と思ってやっていることが、虐
待につながっていることもあります。また、介護負担から虐待が発生す
ることもあります。虐待かな？と思ったら地域包括支援センター、社会
福祉協議会、在宅介護支援センターに相談・通報してください。通報し
た方が不利益を被ることは全くありませんし、秘密は必ず守ります。ご
本人が相談・通報することもできます。また、最近姿を見ない、夜になっ
ても電気が点かない、元気がなさそうであるなどの気づきができるよ
う、ご近所のつながりを大切にしましょう。

　『私たちは、入居者様が地域で人と人とのつながりをもっ
て安心して心豊かに暮らせること』を目指しています。入居
者様と一緒に楽しみ、笑顔を絶やさないこと」をフロア理念
として掲げています。

社会福祉法人三松会　たんぴ野
 羽曳野市野66-2　 　952-1332　FAX952-1342

・ヘルパーステーションたんぴ野  ・ケアプランセンターたんぴ野
・地域密着型特養たんぴ野         ・小規模多機能ホームたんぴ野

 グループホームでは、
皆様と一緒に食事作
りをしたり、外出した
り、一緒に歌を唄った
りしています！気軽に
お立ち寄りいただけ
るホームです。遊びに
来てください。お待ち
しております。




